
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
関
係
で
多
く
の
催

の
関
係
で
多
く
の
催

し
が
中
止
や
延
期
を

し
が
中
止
や
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い

余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
▼
小
中
高
の
学

ま
す
▼
小
中
高
の
学

校
ま
で
休
校
を
要
請
さ
れ
、

校
ま
で
休
校
を
要
請
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
在
宅
を
強
い

子
ど
も
た
ち
が
在
宅
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
▼
子
ど
も
だ

ら
れ
て
い
ま
す
▼
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
、
大
人
た
ち
も

け
で
は
な
く
、
大
人
た
ち
も

時
差
出
勤
だ
け
で
な
く
、
在

時
差
出
勤
だ
け
で
な
く
、
在

宅
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
導
入

宅
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
導
入

す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
▼

す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
▼

流
言
飛
語
に
よ
っ
て
ト
イ
レ

流
言
飛
語
に
よ
っ
て
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
が
品
薄

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
が
品
薄

に
な
る
な
ど
、
社
会
全
体
で

に
な
る
な
ど
、
社
会
全
体
で

様
々
な
混
乱
が
生
じ
て
い
ま

様
々
な
混
乱
が
生
じ
て
い
ま

す
▼
鎌
倉
市
内
は
観
光
客
が

す
▼
鎌
倉
市
内
は
観
光
客
が

激
減
し
て
渋
滞
も
少
な
い
日

激
減
し
て
渋
滞
も
少
な
い
日

々
が
続
い
て
お
り
、
商
売
を

々
が
続
い
て
お
り
、
商
売
を

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
厳
し

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
厳
し

い
局
面
に
あ
る
と
思
い
ま

い
局
面
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
国
を
あ
げ
て
世
界
規
模

す
。
国
を
あ
げ
て
世
界
規
模

で
心
静
か
に
、
こ
の
試
練
に

で
心
静
か
に
、
こ
の
試
練
に

耐
え
る
と
き
で
す
▼
そ
れ
で

耐
え
る
と
き
で
す
▼
そ
れ
で

も
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
が
一
段

も
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
が
一
段

と
際
立
っ
て
聞
こ
え
る
鎌
倉

と
際
立
っ
て
聞
こ
え
る
鎌
倉

の
豊
か
な
自
然
に
心
が
救
わ

の
豊
か
な
自
然
に
心
が
救
わ

れ
る
思
い
で
す
。

れ
る
思
い
で
す
。 　

（
Ｎ
）

　

（
Ｎ
）

海
蔵
寺
・
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
板
碑

海
蔵
寺
・
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
板
碑

　

学
校
法
人
徳
洲
会
が
運
営

　

学
校
法
人
徳
洲
会
が
運
営

す
る
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学

す
る
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学

（
荒
賀
直
子
学
長
）
が
、
４

（
荒
賀
直
子
学
長
）
が
、
４

月
１
日
、
鎌
倉
市
山
崎
で
開

月
１
日
、
鎌
倉
市
山
崎
で
開

学
し
た
。

学
し
た
。

　

１
学
年
１
０
０
人
の
看
護

　

１
学
年
１
０
０
人
の
看
護

学
部
看
護
学
科
を
設
け
、
大

学
部
看
護
学
科
を
設
け
、
大

学
院
の
開
設
も
視
野
に
入
れ

学
院
の
開
設
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
国
内
最
大
の
民
間

て
い
る
。
国
内
最
大
の
民
間

病
院
グ
ル
ー
プ
・
徳
洲
会
の

病
院
グ
ル
ー
プ
・
徳
洲
会
の

全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
、
同
市
岡
本
の
湘
南
鎌
倉

て
、
同
市
岡
本
の
湘
南
鎌
倉

総
合
病
院
な
ど
と
連
携
し

総
合
病
院
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、「
地
域
に
貢
献
で

な
が
ら
、「
地
域
に
貢
献
で

き
る
看
護
師
の
育
成
を
目
指

き
る
看
護
師
の
育
成
を
目
指

す
」
と
し
て
い
る
。

す
」
と
し
て
い
る
。

　

同
大
学
は
、
徳
洲
会
グ
ル

　

同
大
学
は
、
徳
洲
会
グ
ル

ー
プ
初
の
大
学
と
し
て
、
旧

ー
プ
初
の
大
学
と
し
て
、
旧

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
の
跡

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
の
跡

地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設

地
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設

し
た
。

し
た
。

校
舎
は

校
舎
は

４
階
建

４
階
建

て
で
、
講
義
室
、
演
習
室
の

て
で
、
講
義
室
、
演
習
室
の

他
、
パ
ソ
コ
ン
を
多
数
配
置

他
、
パ
ソ
コ
ン
を
多
数
配
置

し
た
情
報
処
理
室
や
、
３
５

し
た
情
報
処
理
室
や
、
３
５

０
席
の
大
講
義
室
、
体
育

０
席
の
大
講
義
室
、
体
育

館
、
図
書
館
、
食
堂
な
ど
を

館
、
図
書
館
、
食
堂
な
ど
を

備
え
て
い
る
。

備
え
て
い
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
共
通
の
理
念

　

同
グ
ル
ー
プ
共
通
の
理
念

「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
を

「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
を

同
大
学
も
理
念
と
し
て
掲

同
大
学
も
理
念
と
し
て
掲

げ
、
１
、
２
年
次
の
基
礎
教

げ
、
１
、
２
年
次
の
基
礎
教

養
科
目
で
は
「
人
間
の
理

養
科
目
で
は
「
人
間
の
理

解
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

解
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
」
な
ど
を
重
点
的

ン
の
方
法
」
な
ど
を
重
点
的

に
学
ぶ
。
専
門
科
目
で
は
、

に
学
ぶ
。
専
門
科
目
で
は
、

2424
時
間
体
制
で
「
断
ら
な
い

時
間
体
制
で
「
断
ら
な
い

救
急
」
を
続
け
る
同
病
院
の

救
急
」
を
続
け
る
同
病
院
の

医
師
た
ち
や
、
被
災
地
支
援

医
師
た
ち
や
、
被
災
地
支
援

な
ど
の
経
験
が
豊
富
な
看
護

な
ど
の
経
験
が
豊
富
な
看
護

師
た
ち
が
、
実
践
的
な
講
義

師
た
ち
が
、
実
践
的
な
講
義

を
行
う
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー

を
行
う
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー

プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ン
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
多
彩
な
実
習
施
設

ー
な
ど
、
多
彩
な
実
習
施
設

を
用
意
し
て
い
る
。

を
用
意
し
て
い
る
。

　

荒
賀
学
長
は
「
こ
れ
か
ら

　

荒
賀
学
長
は
「
こ
れ
か
ら

の
看
護
師
は
病
院
に
留
ま
っ

の
看
護
師
は
病
院
に
留
ま
っ

て
い
て
は
ダ
メ
。
訪
問
看
護

て
い
て
は
ダ
メ
。
訪
問
看
護

な
ど
を
通
し
て
地
域
医
療
を

な
ど
を
通
し
て
地
域
医
療
を

支
え
る
存
在
に
な
る
べ
き
」

支
え
る
存
在
に
な
る
べ
き
」

と
の
思
い
か
ら
、「
在
宅
看

と
の
思
い
か
ら
、「
在
宅
看

護
や
公
衆
衛
生
看
護
、
災
害

護
や
公
衆
衛
生
看
護
、
災
害

看
護
な
ど
を
深
く
学
べ

看
護
な
ど
を
深
く
学
べ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用

意
し
た
」
と
い
う
。

意
し
た
」
と
い
う
。

　

鹿
児
島
県
・
奄
美
群

　

鹿
児
島
県
・
奄
美
群

島
な
ど
で
離
島
の
医
療

島
な
ど
で
離
島
の
医
療

を
支
え
て
き
た
徳
洲
会

を
支
え
て
き
た
徳
洲
会

の
特
色
を
生
か
す
「
島

の
特
色
を
生
か
す
「
島

嶼
看
護
」
や
、
地
域
を

嶼
看
護
」
や
、
地
域
を

深
く
知
る
た
め
の
「
鎌

深
く
知
る
た
め
の
「
鎌

倉
の
文
化
と
歴
史
」
な

倉
の
文
化
と
歴
史
」
な

ど
の
独
自
科
目
を
学
ぶ
こ
と

ど
の
独
自
科
目
を
学
ぶ
こ
と

も
で
き
る
。
地
域
住
民
を
対

も
で
き
る
。
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た「
在
宅
ケ
ア
の
コ

象
と
し
た「
在
宅
ケ
ア
の
コ

ツ
」な
ど
、身
近
な
テ
ー
マ
を

ツ
」な
ど
、身
近
な
テ
ー
マ
を

扱
う
定
期
的
な
公
開
講
座
も

扱
う
定
期
的
な
公
開
講
座
も

計
画
中
。　

計
画
中
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
開
講
が
遅
れ
て
い
る

影
響
で
開
講
が
遅
れ
て
い
る

が
、
荒
賀
学
長
は
「
日
々
の

が
、
荒
賀
学
長
は
「
日
々
の

生
活
に
役
立
つ
看
護
技
術
を

生
活
に
役
立
つ
看
護
技
術
を

住
民
の
方
々
に
お
伝
え
し
た

住
民
の
方
々
に
お
伝
え
し
た

い
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
も
後
押
し
し
て
、

活
動
な
ど
も
後
押
し
し
て
、

鎌
倉
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り

鎌
倉
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り

を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
し

を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。

て
い
る
。

　

春
光
う
ら
ら
か
な
日
、
新

　

春
光
う
ら
ら
か
な
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
騒
動
も

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
騒
動
も

な
ん
の
そ
の
、
扇
ガ
谷
・
海

な
ん
の
そ
の
、
扇
ガ
谷
・
海

蔵
寺
の
境
内
は
日
溜
ま
り
に

蔵
寺
の
境
内
は
日
溜
ま
り
に

包
ま
れ
心
地
よ
く
気
持
ち
を

包
ま
れ
心
地
よ
く
気
持
ち
を

明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
の
み
ほ
と
け
紀

　

さ
て
今
回
の
み
ほ
と
け
紀

行
は
、

行
は
、
板い

た
い
た

碑び

の
阿
弥
陀
三
尊

の
阿
弥
陀
三
尊

来
迎
図
で
す
。
板
碑
と
は
石

来
迎
図
で
す
。
板
碑
と
は
石

造
の
供
養
塔
で
、
中
世
、
鎌

造
の
供
養
塔
で
、
中
世
、
鎌

倉
武
士
（
特
に
関
東
を
中

倉
武
士
（
特
に
関
東
を
中

心
）
の
間
で
広
く
信
仰
さ
れ

心
）
の
間
で
広
く
信
仰
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
の
板
碑
は
海
蔵
寺
の
境

　

こ
の
板
碑
は
海
蔵
寺
の
境

内
南
側
の
十
六
の
井
（
鎌
倉

内
南
側
の
十
六
の
井
（
鎌
倉

時
代
の
井
戸
と
云
わ
れ
る
）

時
代
の
井
戸
と
云
わ
れ
る
）

の
窟い

わ
や

い
わ
や

の
奥
の
壁
面
に
は
め
込

の
奥
の
壁
面
に
は
め
込

ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
現

ま
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
現

在
は
鎌
倉
国
宝
館
に
寄
託
さ

在
は
鎌
倉
国
宝
館
に
寄
託
さ

れ
、
今
回
は
特
別
に
拝
観
さ

れ
、
今
回
は
特
別
に
拝
観
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

や
や
青
み
が
か
っ
た
固
い

　

や
や
青
み
が
か
っ
た
固
い

石
に
緻
密
に
阿
弥
陀
三
尊
が

石
に
緻
密
に
阿
弥
陀
三
尊
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
尊
の

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
尊
の

阿
弥
陀
如
来
は
斜
め
左
を
向

阿
弥
陀
如
来
は
斜
め
左
を
向

い
て
お
ら
れ
、
額
か
ら
は
レ

い
て
お
ら
れ
、
額
か
ら
は
レ

ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
！
（
二
条
の

ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
！
（
二
条
の

光
、
大
光
明
）
が
放
た
れ
て

光
、
大
光
明
）
が
放
た
れ
て

い
ま
し
た
。
浄
土
に
往
生
し

い
ま
し
た
。
浄
土
に
往
生
し

よ
う
と
願
う
人
々
を

よ
う
と
願
う
人
々
を
来ら

い
ご
う

ら
い
ご
う迎

（
仏
、
菩
薩
が
迎
え
に
来
る

（
仏
、
菩
薩
が
迎
え
に
来
る

こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い

　

い
つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い

鎌
倉
武
士
の
不
安
、
ま
た
戦

鎌
倉
武
士
の
不
安
、
ま
た
戦

で
他
人
を

で
他
人
を
殺あ

や
あ
や

め
る
か
も
し
れ

め
る
か
も
し
れ

ぬ
罪
の
意
識
、
心
に
苦
悩
を

ぬ
罪
の
意
識
、
心
に
苦
悩
を

抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
々
に

抱
え
な
が
ら
生
き
る
人
々
に

と
っ
て
、
来
迎
思
想
は
大
き

と
っ
て
、
来
迎
思
想
は
大
き

な
光
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

な
光
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
ま
す
。

わ
れ
ま
す
。

　

ふ
と
こ
ん
な
詩
を
思
い
出

　

ふ
と
こ
ん
な
詩
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

「
ど
う
あ
が
い
て
も
だ
め

　

「
ど
う
あ
が
い
て
も
だ
め

　

鎌
倉
市
内
の
保
育
園
は
４

　

鎌
倉
市
内
の
保
育
園
は
４

月
か
ら
４
園
が
新
規
に
開
所

月
か
ら
４
園
が
新
規
に
開
所

し
た
。

し
た
。

　

新
設
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉

　

新
設
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉

浄
明
寺

浄
明
寺
雲き

ら
ら

き
ら
ら母

保
育
園（
定
員

保
育
園（
定
員

4040
人
）、北
鎌
倉
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

人
）、北
鎌
倉
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ（
6969
人
）、グ
ロ

人
）、グ
ロ

ー
バ
ル
・
キ
ッ
ズ
大
船
園（

ー
バ
ル
・
キ
ッ
ズ
大
船
園（
4848

人
）で
、そ
れ
ぞ
れ
認
可
保
育

人
）で
、そ
れ
ぞ
れ
認
可
保
育

園
。
こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育

園
。
こ
れ
ま
で
小
規
模
保
育

園
だ
っ
た
ま
ん
ま
る
保
育

園
だ
っ
た
ま
ん
ま
る
保
育

園
も
定
員

園
も
定
員
1515
人
が
人
が
4545
人
増
人
増

の
6060
人
に
な
り
、認
可
保

人
に
な
り
、認
可
保

育
所
と
な
っ
て
開
所
す

育
所
と
な
っ
て
開
所
す

る
。　

８
月
に
は
西
鎌
倉

る
。　

８
月
に
は
西
鎌
倉

保
育
園
内
に
小
規
模
保
育

保
育
園
内
に
小
規
模
保
育

園（園（
1919
人
）が
オ
ー
プ
ン
す

人
）が
オ
ー
プ
ン
す

る
の
で
、
今
年
度
は
募
集

る
の
で
、
今
年
度
は
募
集

枠
が
前
年
よ
り
２
２
１
人

枠
が
前
年
よ
り
２
２
１
人

広
が
る
。

広
が
る
。

　

同
市
保
育
課
で
は
３
月

　

同
市
保
育
課
で
は
３
月

中
旬
、「
申
し
込
み
の
最
終

中
旬
、「
申
し
込
み
の
最
終

審
査
中
で
、待
機
児
童
が
解

審
査
中
で
、待
機
児
童
が
解

消
で
き
た
か
ど
う
か
は
わ
か

消
で
き
た
か
ど
う
か
は
わ
か

ら
な
い
」
と
話
し
て
い
た
。

ら
な
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

▼

　

▼
若
宮
例
祭

若
宮
例
祭　

３
日

　

３
日
1010

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
釈
迦
如
来
立
像
開
扉

釈
迦
如
来
立
像
開
扉　

７
・
８
・
９
日
極
楽
寺
。

７
・
８
・
９
日
極
楽
寺
。

　

▼

　

▼
灌
仏
会
（
花
祭
り
）

灌
仏
会
（
花
祭
り
）　

８
日
各
寺
院
。

８
日
各
寺
院
。

　

▼

　

▼
忍
性
塔
公
開

忍
性
塔
公
開　

８
日

　

８
日
1010

〜
1616
時
、
極
楽
寺
。

時
、
極
楽
寺
。

　

▼

　

▼
丸
山
稲
荷
社
例
祭

丸
山
稲
荷
社
例
祭　

９

　

９

日
1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
鎌
倉
ま
つ
り

鎌
倉
ま
つ
り　

中
止

　

中
止

　

▼

　

▼
義
経
ま
つ
り

義
経
ま
つ
り　

中
止

　

中
止

　

▼

　

▼
鎖
大
師
正
御
影
供　

鎖
大
師
正
御
影
供　

1818

日
青
蓮
寺
。　

日
青
蓮
寺
。　

な
と
き
が
あ
る

な
と
き
が
あ
る 

た
だ
手
を

た
だ
手
を

合
わ
せ
る
以
外
に
は
方
法
が

合
わ
せ
る
以
外
に
は
方
法
が

な
い
と
き
が
あ
る
。
ほ
ん
と

な
い
と
き
が
あ
る
。
ほ
ん
と

う
の
眼
が
ひ
ら
く
の
は
そ
の

う
の
眼
が
ひ
ら
く
の
は
そ
の

と
き
だ
」（
相
田
み
つ
を
）

と
き
だ
」（
相
田
み
つ
を
）

　

こ
の
詩
に
自
分
は
ど
れ
だ

　

こ
の
詩
に
自
分
は
ど
れ
だ

け
励
ま
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ

け
励
ま
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
、
こ
の
板
碑
の
作
者
も
そ

う
、
こ
の
板
碑
の
作
者
も
そ

ん
な
思
い
も
あ
っ
た
の
で
は

ん
な
思
い
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

な
い
か
と
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

中
尊
の
脇
侍
に
は
蓮
弁
を
捧

中
尊
の
脇
侍
に
は
蓮
弁
を
捧

げ
持
つ
観
音
菩
薩
、
合
掌
す

げ
持
つ
観
音
菩
薩
、
合
掌
す

る
勢
至
菩
薩
。
そ
の
下
に
は

る
勢
至
菩
薩
。
そ
の
下
に
は

華け

瓶び
ょ
う

び
ょ
う

が
供
え
ら
れ
て
い
ま

が
供
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ど
れ
も
素
朴
で
あ
っ
て
、

す
。ど
れ
も
素
朴
で
あ
っ
て
、

と
て
も
趣
き
が
あ
り
ま
す
。

と
て
も
趣
き
が
あ
り
ま
す
。

　

冷
た
い
石
に
刻
ま
れ
た
阿

　

冷
た
い
石
に
刻
ま
れ
た
阿

弥
陀
三
尊
は
と
っ
て
も
温
か

弥
陀
三
尊
は
と
っ
て
も
温
か

く
や
さ
し
さ
が
込
め
ら
れ
て

く
や
さ
し
さ
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

石
造
、
緑
泥
片
岩
製
。
総

　

石
造
、
緑
泥
片
岩
製
。
総

高
１
０
３
㎝
。
鎌
倉
時
代
。

高
１
０
３
㎝
。
鎌
倉
時
代
。

市
文
化
財
。

市
文
化
財
。

「
地
域
で
活
躍
で
き
る
看
護
師
を
養
成
し
た
い
」

「
地
域
で
活
躍
で
き
る
看
護
師
を
養
成
し
た
い
」

と
語
る
荒
賀
学
長

と
語
る
荒
賀
学
長
＝
３
月

＝
３
月
1212
日
東
京
都
千
代
田

日
東
京
都
千
代
田

区
の
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
設
置
準
備
室
で

区
の
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
設
置
準
備
室
で

県
営
住
宅
跡
地
に
整
備
さ
れ
た

県
営
住
宅
跡
地
に
整
備
さ
れ
た

保
育
園
と
広
場

保
育
園
と
広
場
＝
鎌
倉
市
浄
明

＝
鎌
倉
市
浄
明

寺
５
丁
目

寺
５
丁
目

４月１日に開学した湘南鎌倉医療大学４月１日に開学した湘南鎌倉医療大学＝鎌倉市山崎＝鎌倉市山崎

４月４月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（102102）

４
月
に
４
園
オ
ー
プ

４
月
に
４
園
オ
ー
プ
ンン

保
育
園
の
募
集
枠
が
増
大

保
育
園
の
募
集
枠
が
増
大

湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
開
学

湘
南
鎌
倉
医
療
大
学
開
学

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

関
連
病
院
と
連
携
し
て
実
践
的
教
育
を

関
連
病
院
と
連
携
し
て
実
践
的
教
育
を

鎌倉鎌倉
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